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「新任のご挨拶」
関西学院大学総合政策学部　教授　松本　秀暢
本年4月に着任致しました松本秀暢（まつもとひでのぶ）と申します。どうぞ、よろしくお
願い申し上げます。私は、大学卒業後に2年間民間企業に勤務した後、大学院に戻り、都市
経済学や地域経済学、交通経済学を専攻し、特に、「航空輸送」に関する研究に従事してきま
した。そして、神戸商船大学に奉職し、同大学と神戸大学との統合を経て、これまでの24年
間、主に、「交通」や「輸送」に関する教育に携わってきました。関西学院大学に着任して約1ヶ
月が経ちましたが、キャンパスの美しさや教育・研究環境の素晴らしさに感銘を受けなが
ら、充実した毎日を過ごしております。諸先生方や事務の方々のサポートによって、このよ
うに順調なスタートを切れましたことを、まずは心より厚くお礼申し上げます。
私は、「総合政策」とは、2つの“懸け橋”であると考えています。1つは、既存の研究分野を
結び付ける“懸け橋”、もう1つは、研究と社会を結び付ける“懸け橋”です。すなわち、「異な
る学問領域の相乗効果（＝総合）によって、複雑化する現代の社会問題を解決する（＝政策）」
ための具体的な手段であると考えています。現代社会は、環境問題や都市問題、交通問題、
地域間格差問題から、資源・エネルギー問題、地球温暖化問題、あるいは、国際紛争問題に
至るまで、極めて多岐にわたる多くの社会問題に直面しています。そして、このような複雑
化した困難な社会問題を解決するためには、既存の学問分野における研究成果を横断的に接
続することが重要であると考えています。関西学院大学総合政策学部では、このような社会
問題の解決に向けた舞台が、すでに整っていると感じています。
個人的には、これまで培ってきた教育経験や研究実績をさらに発展させ、「地域性と国際
性」、そして「学術と実社会」を意識しながら、時代に即した交通関連科目を教えたいと考え
ています。特に、2020年10月に関西学院大学と日本航空が連携協定を締結したことを受け、
「航空輸送」に関する教育と研究の発展に向けて、微力ながら貢献したいと願っています。航
空輸送は、国民生活や国民経済にとって、今や必要不可欠なものとなっています。我が国で
は、国際競争力の向上や地域経済の活性化に果たす航空輸送の役割が期待されると同時に、
新型コロナウイルス感染症が収束しない中で、これからは「ポスト・コロナ社会における新
しい航空輸送のあり方」についても考える必要があります。このような課題の解決に向けて、
学生とともに取り組むことによって、最終的には、多角的な思考方法と定量的な分析手法の
習得、そして十分な専門基礎知識に裏付けされた課題解決能力の涵養に努めたいと考えてい
ます。
関西学院大学総合政策学部の理念である「自然と人間の共生、人間と人間の共生」、そし
て、関西学院の理念である「キリスト教に基づく高邁な全人教育」の実現に向けて、少しでも
貢献できますように頑張ります。ご指導・ご鞭撻のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。
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